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■出題の意図 

グローバルアジア専攻においては、配布している『受験準備の手引き』に掲載されてい

る指定参考図書（①ディビッド・ウォレス・ウェルズ（藤井留美訳）『地球に住めなくな

る日』NHK 出版、②水島司・島田竜登『グローバル経済史』放送大学教材、③伊藤邦

武・山内志朗他『世界哲学史 8：現代 グローバル時代の知』ちくま新書）に基づいて、

以下の意図をもって出題しています。 

① 大学 4 年間の学習の程度を知るために、一般教養や基礎知識などが身についているか

を図る。 

② 指定参考図書から、受験生自身が志望の研究テーマとの関連性などにも考えをめぐら

せながら、気候変動、またはグローバル経済、またはグローバルな哲学(20 世紀以降の

哲学を「世界的な視野」で捉え直す)のいずれかについて、「グローバル時代」の特徴

とそれらへの「アジア」のかかわりを理解し、課題を説明できるかを図る。 

③ 論文を書くために必要な文章能力があるかを図る。 

 

■採点のポイント 

 

① 基礎知識 

② 応用力と説明能力 

③ 文章構造や表現 

 


